
(1) 

韓日華立からだをつくり、高い教盤を身につける。

O趣味を高め、うるおいのある生活をする。
。環境をととのえ、健全な子供の育成につとめる。

(大洲市民憲章)

4月の納税
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38，814人 (2月28日現在)

男

女

数

積
帯世

面

行

集

市の人口

発

編

恒
例
の
大
洲
市
消
防
出
初
式
が

「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
期

間
中
の
、
三
月
五
日
午
前
九
時
か

ら
肱
川
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た。
出
初
式
に
は
、
大
洲
市
消
防
団

員
、
消
防
署
員
、
横
野
私
設
消
防

隊
、
市
内
唯
一
の
田
ノ
口
婦
人
消

防
隊
な
ど
、
約
八
百
人
が
参
加
し

て
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具

と
ポ
ン
プ
操
法
、
消
防
本
部
の
演

技
が
行
わ
れ
、
火
災
に
備
え
て
の

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。
つ
ぞ
つ
い
て
、
消
防
活
動

な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
人
た
ち
に

妻
彰
状
孟
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

有
史
以
前
か
ら
す
ば
ら
し
い
文

化
の
花
を
咲
か
せ
た
大
洲
地
方
に

は
、
国
・
県
、
市
が
望
疋
し
た
数

多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、
広
報
「
お
お
ず
」
で
は

写
真
と
簡
単
な
解
説
で
順
次
紹
介

し
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

も
の
位
、
や
は
り
実
物
を
円
で
確

か
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
わ

か
り
に
く
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
博
物
館
で
は
開
館
一

周
年
を
記
念
し
て
、
大
洲
地
方
に

あ
る
担
疋
文
化
財
を
集
め
て
、
市

し
た
。ま
た
、
市
長
の
訓
示
と
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
各
分
団
の
分
列
行
進

を
行
い
出
初
式
を
終
り
ま
し
た
。

こ
の
日
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
油
翠
享
当
川
盛
江

勤
続
章
水
沼
和
夫

東

謙

三

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

矢
野
一
和
井
上
明

利

信

尾

俊

範

松

井

充

徳

矢

野

漠

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章
祖
母
井
敏
範
吉
岡

猛

谷

山

光

男

菊

地

覚

佐
々
木
長
幸
岡
完
男

大
内
督
健
沖
中
義
忠
坪

坂
弘
準
大
龍
郁
雄
上
岡

弘
長
稲
葉
謙
真
樋
口
豊

樹

佐

野

啓

一

山

本

勝

二
十
年
以
上
勤
続
特
別
表
彰

亀

岡

猛

二

宮

賢

兵

頭
良
雄
梶
谷
甚
吾
末
広

繁
夫
清
水
章
義
前
川
広

隆
山
下
亀
三
夫
中
居
和

雄
片
山
勢
太
郎
日
野
治

高
本
勲
泉
六
蔵
新
山
福

重
森
越
英
雄
古
谷
忠
義

金
谷
重
寿
岡
本
正
章
久

民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
市
内
に
あ
る
喧
定

文
化
財
は
百
件
以
上
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
一
度
に
そ
の
す
べ
て
を
展

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
館
く
だ

さ
い
。主
な
展
示
物
と
し
て
は
、
県
指

定
の
木
造
吉
祥
天
立
像
・
絹
本
著

色
釈
迦
三
尊
像
・
絹
本
黒
画
騎
獅

文
珠
図
を
は
じ
め
十
二
点
@
市
が

保
清
栄
深
田
忠
範
上
岡

運
一
郎
佐
々
木
範
夫
岩

本
和
男
城
一
戸
締
山
本

款
司
城
ノ
戸
能
夫
久
保

勝

明

水

沼

正

楠

崎

隆

教

二

宮

敏

治

反

本

徳

高
岡
政
美
都
築
修
弘
石

丸

文

夫

西

岡

一

規
律
章
松
井
義
太
郎
沢
山
教
夫

保

積

昭

美

三

瀬

保

上

甲
量
己
中
野
貞
美
作
田

耕
造
武
内
士
口
広

。
大
洲
市
長
表
彰

松

田

紘

一

山

内

優

富

永

忠

谷

岡

勇

一

井

上

勝
尾
崎
一
文
白
石
晃
一

山

下

文

明

渡

宣

則

兵

頭

栄

徳

山

本

忠

平

田

光
宏
松
本
明
龍
奥
田
五

十
二
上
味
勝
夫
近
藤
則

久
成
高
広
義
中
野
賢
一

郎
久
保
英
雄
富
永
武
幾

出
海
英
男
尾
神
好
一
寄

町
武
司
西
山
隆
重
宮
本

喜
一
郎
城
戸
勝
敬
柳
本

利

男

森

永

節

回

丸

隆

松

岡

実

西

山

数

馬

城
ノ
戸
忠
忠
大
塚
満
男

都
築
勝
則
河
辺
宗
良
政

所

博

問

丸

良

市

。
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

川
田
隆
行
佐
賀
一
郎
別

宮
邦
夫
山
本
善
和
中
岡

清
文
鎌
田
利
幸
樽
井
朗

西
野
洋
一
西
岡
利
夫
藤

岡
信
一
酒
母
日
出
夫
尾

山
満
則
佐
々
木
重
臣
尾

担
疋
し
た
岡
本
隆
国
・
国
良
の
万

剣
・
木
造
薬
師
如
来
坐
像
・
木
造

地
蔵
菩
薩
立
像
な
ど
約
四
十
点
を

集
め
て
お
り
ま
す
。

い
つ
で
も
見
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
是
非
こ
の
機
会
に
ご
覧
く

だ
さ
る
よ
う
多
数
の
方
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
博
物
館
へ
の
お
問
い
合

せ
は
、
(
電
話
四
四
一

O
O
で

す。。

。

上

利

邦

丸

山

昇

宮

崎

義
幸
松
中
孝
次
高
井
正

教
植
木
信
久
堀
田
範
秋

山
下
経
夫
石
本
芳
浩
竹

岡
秀
高
山
本
佳
長
西
村

豊
奥
野
忠
徳
高
岡
義
幸

沖
田
辰
夫
城
戸
明
光
中

塚
義
己
松
山
広
志
宮
本

進
城
戸
利
教
玉
田
惜
師

山
本
喜
代
和
井
野
正
明

安
川
水
澄
和
気
計
夫
石

丸
健
山
路
満
徳
一
前
橋
潔

尾
崎
幸
一
井
上
照
己
松

尾
幸
穂
谷
本
語
刀
東
(
寸

久
須
内
国
昭
楠
野
茂
利

高
橋
幸
男
本
川
耕
一
大

中
章
由
白
石
森
儀

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

(
内
助
の
功
労
者
)

寺
尾
芳
子
梅
林
照
子

高
岡
敏
子

。
大
洲
市
長
感
謝
状

消
防
施
設
用
地
無
償
提
供

中
川
正
月
宮
川
繁
市

徳
山
宙
計
矢
野
良
虎

問
中
弘
志
田
中
健

野
地
岡
辰
巳
村
本
喜
計

日昌入
住

宅

補

欠

l
」

居

者

募

集

し

現
在
管
理
を
し
て
い
る
市
営
住

宅
に
、
空
家
が
で
き
た
場
合
に
、

入
居
で
き
る
補
欠
入
居
者
を
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅

肱
南
、
肱
北
、
新
谷
地
区
に
あ

る
市
営
(
公
営
)
住
宅
と
す
る
。

入
居
者
資
格

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

-
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

場
所
が
あ
る
こ
と
。

2

入
居
申
込
者
及
び
同
居
親

族
の
過
去
一
年
間
の
所
得
金

額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除
(

同
居
親
族
、
扶
養
親
族
、
老

人
悲
養
親
族
、
障
害
者
、
老

年
者
、
寡
婦
)
を
行
い
、
さ

ら
に
十
二
で
除
し
た
額
が
、

第
一
種
住
宅
に
お
い
て
は
、

四
万
七
千
円
を
こ
え
八
万
一

千
円
以
下
で
あ
る
人
、
第
二

種
住
宅
に
お
い
て
は
、
四
万

七
千
円
以
下
で
あ
る
人
。

3

現
に
同
居
ま
た
は
、
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

こ
と
。
(
入
居
後
三
ヶ
月
以

内
に
同
居
で
き
る
婚
約
者
を

含
む
。
)

4
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
。

受
付
期
間
場
所

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
(

月
)
か
ら
昭
和
五
十
四
年
四

月
十
九
日
(
木
)
ま
で
市
総

務
課
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

入
居
申
込
用
紙
は
市
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。

補
欠
入
居
順
位
の
決
定
方
法

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
七

日
(
金
)
十
一
一
一
時
よ
り
、
大

肱
川
姐
跡
地
公
園
に

球
技
施
設
罪
成

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面

市
で
は
、
市
民
の
体
力
増
進
と

健
全
な
ス
ポ
ツ
の
振
興
を
は
か

る
た
め
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
気

軽
く
利
用
で
き
る
施
設
の
建
設

工
事
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
、
五
郎
大
橋
上
流
(
右

岸
)
の
河
川
敷
緑
地
に
、
テ
ニ
ス

コ
ト
(
二
面
)
と
ソ
フ
ト
ボ

ル
球
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
は
移
動
便
所
ゃ

く
ず
か
ご
も
眉
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
肱
北
公
民
館

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

広
報
車
の
寄
贈

を
受
け
る

こ
の
ほ
ど
東
京
海
上
火
災
保
険

会
社
か
ら
利
益
の
一
部
を
社
会
還

元
す
る
事
業
と
し
て
、
普
通
自
動

車
一
台
を
大
洲
市
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
早
速
贈
ら
れ
た
車
を

広
報
車
と
し
て
、
広
く
市
民
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。

i 買た l
l い市ば i 
i ま内こ j 
i しでは i 
1 よ i

iつ;

洲
市
立
中
央
公
民
館
に
お
い

て
抽
せ
ん
を
行
い
、
入
居
順

位
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
母
子
世
帯
、
老
人
世

帯
、
身
体
障
害
者
世
帯
に
つ

い
て
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り

補
欠
順
位
を
優
先
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
総
務
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

補
欠
入
居
の
期
間

⑮
⑧
③
⑧
 

⑧

⑮

 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
疋
さ
い
。

O
交
通
事
故
相
談
日

と
き
4
月
刊
日
目
時
i
M時

ク
月
却
日

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
主

O
人
権
相
談
日

と
き
4
月
却
日
日
時
i
M時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
九
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

4
月
刊
日
日
時
l
M時

。

丹

羽

目

ク

ク
月
一
泊
日
ク

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
家
庭
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

9

時

i
M時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ

時
ま
で
、
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

O
行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9

時

l
M時

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休

み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
民
会
館

。
不
動
産
相
談
日

と
き
毎
月
日
臼
叩
時
i
M時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
吏
E

大
洲
本
(
部
(
大
洲
市
東

大
洲
同

O
七
株
フ
ヂ

エ
ダ
内
)

体
自
の

急
(
国
間
也
嬢

4
月
1
日
中
央
病
院
④
望
豆
一

Q
U
口
H

A

ゲ

ク

日

日

夕

ク

担

日却日

N

初
日
菊
原
外
科
④
四
六
四
六

昭
和
五
十
四
年
五
月
一
日
目

ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
三
十

日
ま
で
に
、
空
家
が
発
生
し

た
場
合
入
居
で
き
る
も
の
と

し
ま
す
6



げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
給
付
の
財
源
は
、
保
険
料

の
積
立
金
と
国
が
負
担
す
る
国
庫

金
と
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
、
保
険
料
の
額
の
引
き
上

げ
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭

和
五
十
四
年
四
月
分
よ
り
、
月
額

三
千
三
百
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
の
ご
相
談
な
ど
、

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
年
金
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

上
須
戒
地
区
同
和
教
育
研
究
協

官
会
長
久
保
滋
教

こ
の
発
表
の
中
で
二
宮
修
子
主
任

は
、
「
乳
幼
児
の
同
和
教
育
は
む

つ
か
し
く
、
乳
幼
児
に
は
仲
間
は

み
ん
な
同
じ
、
み
ん
な
仲
良
く
し

な
け
れ
ば
と
園
と
、
保
華
官
が
問

視
点
に
立
っ
て
教
育
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
発
表
が
あ

り
、
ま
た
、
吉
岡
教
頭
は
、
「
対

象
部
落
の
な
い
地
域
で
の
差
別
を

正
し
く
理
解
さ
す
た
め
に
、
視
聴

営
薮
材
を
利
用
し
て
差
別
の
現
実

を
知
ら
せ
、
併
せ
て
科
学
的
認
識

を
深
め
い
く
学
習
を
進
め
て
い
る
」

と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
四
分
科
会
に
別
れ

O
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
同
和
教

育
の
推
進
に
つ
い
て

。
保
育
所
@
幼
稚
園
に
お
け
る
同

和
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

。
小
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

。
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る

同
和
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

真
剣
に
討
議
し
、
最
後
の
全
体
会

で
報
告
、
今
後
国
民
的
課
題
解
決

の
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
同
和
教

育
の
充
実
、
推
進
を
は
か
る
よ
う

一
層
認
識
を
深
め
て
散
会
し
ま
し

た。

国
民
年
金
の
保
険
料
が

改
正
さ
れ
ま
す

四
月
か
ら
一
一
一
千
五
百
円
に

通
傷
害
保
険
に

し
ま
し
ょ
う

付
市
役
所
総
務
課
及
び
各
連
絡
所

日
四
月
一
日
か
ら
(
一
年
間
)

料
年
四
百
八
十
円
(
月
四
十
円
)

~
で
交
通
事
故
に
備
h
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変
動
が
あ
っ
た
と
き
に
は
年
金

額
を
み
な
お
し
、
そ
の
充
実
改
善

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
改
善
に
よ
っ
て
、
昨
年
七

月
に
拠
出
年
金
、
八
月
に
福
祉
年

金
の
年
金
額
、
か
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
歳
を

と
っ
た
り
、
障
害
者
や
、
母
子
世

帯
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を

支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
活
水
準
な
ど
に

ら
市
民
会
館
中
ホ

l
ル
で
、
就
学

前
、
学
校
、
社
会
教
育
関
係
者
、

各
種
団
体
関
係
者
、
区
長
、
民
生

委
員
、
企
業
関
係
者
二
百
六
十
人

市
教
育
委
員
会
・
市
同
和
教
育

研
究
協
璽
主
催
の
「
昭
和
玉
十

三
年
度
大
洲
市
同
和
教
育
研
究
大

会
」
が
、
コ
一
月
六
日
午
前
九
時
か

が
参
加
し
て
盛
会
に
開
催
し
ま
し

た。
こ
の
研
究
大
会
は
、
同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
施
行
後
十
年
目

を
迎
え
、
さ
ら
に
同
法
の
吉
一
か
年

延
長
の
決
定
を
み
た
今
日
、
同
和

教
育
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
同
和
教
育

の
積
極
的
な
浸
透
と
拡
充
を
は
か

る
た
め
に
聞
い
た
も
の
で
す
。

開
会
式
の
あ
と
、
全
体
会
で
昭

和
五
十
三
年
度
研
究
喧
定
地
区
を

代
表
し
て
次
の
方
が
発
表
し
ま
し

た。。
「
就
学
前
に
お
け
る
同
和
教
育
」

柳
沢
保
育
所
主
作
二
宮
修
子

。
「
南
久
米
小
学
校
に
お
け
る
同

和
教
育
」

南
久
米
小
学
校
教
頭
広
瀬
正
男

。
「
柳
沢
中
学
校
の
同
和
教
育
の

推
進
」

柳
沢
中
学
校
教
頭
吉
岡
哲

O
「
上
須
戒
地
区
同
和
教
育
の
あ

ゆ
み
と
同
和
問
題
意
識
調
査
の

報
告
」

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
転
入
し

た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
新
し

い
住
所
の
あ
る
市
区
町
村
の
役
場

に
、
転
出
-
証
明
書
を
添
え
て
転
入

届
を
忘
れ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い

同
じ
市
区
町
村
内
で
住
所
を
移
冒

し
た
時
は
転
居
屈
を
、
世
帯
主
が

変
わ
っ
た
場
合
は
世
帯
主
変
更
届

を
、
お
忘
れ
な
く
。

市
広
町
村
の
役
場
に
は

性
民
基
本
台
帳
と
い
う
住

民
の
皆
さ
ん
の
住
所
な
と

を
記
載
し
た
公
簿
が
備
え

て
あ
り
ま
す
。
市
区
町
村

で
は
、
こ
の
住
民
基
木
台

帳
に
基
イ
い
て
、
選
挙
人

名
簿
を
作
成
し
た
り
、
印

鑑
の
登
録
を
受
付
け
た

三
月
、
四
月

は
一
年
の
う
ち

で
特
に
引
っ
越

し
の
多
い
時
期

と
い
え
ま
し
ょ

う
。
親
元
に
住

ん
で
い
た
人
が

大
学
に
入
学
し

た
り
、
就
職
し

た
り
し
て
親
元

事
を
離
れ
、
下
街

や
寮
に
住
む
場

合
、
あ
る
い
は

転
勤
な
ど
で
住

所
を
移
す
時
は

い
ま
ま
で
住
ん

で
い
た
市
区
町

村
の
役
場
に
、

必
ず
転
出
届
を

り
、
あ
る
い
は
国
民
年
金
や
児
童

手
当
の
支
給
や
予
防
接
種
を
行
う

な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
着

し
た
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
大
切
な
住
民
基
本
台
帳
が
正
確

で
あ
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
正

し
い
届
け
出
が
必
要
な
の
で
す
。

し
康
汲
喝
の
取
り
料
金

の
改
正
に
つ
い
て

。
改
正
の
時
期

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
目

。
改
正
料
金

寸
八
リ
ッ
ト
ル
当
り
七
寸
一
円

大
洲
、
喜
多
衛
生
組
合
で
は
、

四
月
一
日
か
ら
し
尿
汲
み
取
り
料

金
を
次
の
よ
う
改
正
い
た
し
ま
す

な
お
、
汲
み
取
り
を
行
っ
た
場

合
は
、
必
ら
ず
量
自
の
確
認
と
規

定
の
領
収
書
を
お
受
取
り
く
だ
さ

三事院F主三

。
迷
惑
を
か
け
々
い

犬
小
屋
と
そ
の
附
近
の
清
婦
を
励

行
し
、
特
に
運
動
さ
せ
る
時
の
安

全
対
策
、
ふ
ん
の
処
聞
を
完
全
に

し
ま
し
ょ
ラ
。

日
頃
か
ら
、
犬
に
良
レ
し
つ
け

を
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
適
切
な
飼
育
管
理
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

県
、
市
が
行
う
犬
の
危
害
防
止

対
策
に
進
ん
で
協
力
し
、
野
犬
の

い
な
い
住
み
よ
い
ま
ら
さ
つ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

犬
は
正
し
く
飼

い
ま
し
ょ
う

時て子

犬
を
飼
う
に
は
、
深
い
愛
情
と

正
し
い
飼
養
管
理
が
何
よ
り
大
切

で
す
。生
後
、
九
十
一
日
以
上
の
犬
は

年
一
回
の
登
録
と
春
秋
二
白
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

犬
の
飼
い
L

主
は
、
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

。
放
さ
な
い

飼
い
主
は
、
飼
い
犬
が
人
の
体

財
産
な
ど
に
危
害
を
加
え
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
必
ず
犬
は
つ
な
い

で
お
く
こ
と
。
人
に
危
害
を
与
え

な
い
よ
う
、
お
り
や
さ
く
な
ど
で

つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
義
務
が
あ
り

ま
す
。
。
捨
て
な
い

飼
い
犬
が
不
用
に
な
っ
た
と
き

は
、
市
役
所
や
買
い
あ
げ
ま
す
か

ら
、
飼
い
主
の
責
任
で
持
参
し
ま

し
ょ
う
の

飼
い
犬
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ

と
は
、
野
犬
を
つ
一
ぐ
る
も
と
と
な

る
た
め
条
例
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す。

長持昔

武

田

勝

範

二
万
円
(
従
業
員
一
同
の
寄
付

金
と
し
て
)

東
邦
相
互
銀
行
従
業
員
組
合

五
千
円
(
寄
付
金
)

マ
ケ
ッ
ト
多
空
会

二
千
七
百
五
十
円
(
六
ヶ
年
聞

の
お
つ
か
い
賃
二
千
二
百
五
十
円

警
察
よ
り
の
満
期
に
よ
る
返
納
金

五

百

円

)

中

村

岩

野

美

保

二
千
円
(
お
こ
づ
か
い
の
一
部

と
し
て
)
車
斗
病
院
内
匿
名

二
万
円
(
交
通
遺
児
関
係
へ
)

四
国
電
力
マ
イ
カ
ク
ラ
ブ

代
表
者
藤
糊
一
郎

(
物
品
の
部
)

(
締
太
鼓
、
つ
り
太
鼓
を
希
望
ケ

丘
荘
へ
)
上
須
戒
兵
頭
忠
徳

大
洲
市
社
会
福
祉
協
警
耳

金

一

封

若

宮

野

村

克

通

金

一

封

徳

森

永

沼

正

光

二
万
円
(
寒
行
の
一
部
と
し
て
)

大
洲
仏
教
会
大
洲
分
会

七
千
三
百
五
十
円
(
恵
ま
れ
な

い
人
た
ち
に
と
募
金
運
動
)

喜
多
士
一
子
校
内
山
本
仁
子
外
四
名

三
千
七
百
八
十
円
(
不
用
品
交

換
収
益
金
の
一
部
)

若
宮
一
明
治
乳
業
従
業
員
一
同

二
千
百
円
(
夜
ま
わ
り
謝
礼
金

と
し
て
)
平
小
学
校
内

藤
川
千
弘
外
三
名

金

一

封

北

只

佐

々

木

清

金

一

封

若

宮

矢

野

満

好

金
一
封
(
八
多
喜
老
人
ク
ラ
ブ

寿
会
と
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
土
居
満
治

金
一
封
(
八
釜
高
区
議
へ
)

八
多
喜
町
楠
野
利
夫

金
一
封
(
大
洲
北
中
学
校
三

田
口

ま
ご
こ
ろ
銀
行

ヲ支

を

求

め

て

し五

生
、
が

次
の
か
た
が
た
が
社
会
福
祉
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

ま
、
こ
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
L
占
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と

市
社
協
へ
)
上
須
戒
兵
頭
忠
徳

金
一
封
(
八
多
電
車
協
へ
)

八
多
喜
町
矢
野
美
重
子

金
一
封
(
希
望
ケ
丘
荘
こ

大

洲

中

村

明

仁

金
一
封
(
大
洲
北
中
学
校
へ
)

柚

木

亀

田

稔

金
一
封
(
交
通
遺
児
チ
ャ
リ

テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
テ

l
の
収
益

金
)
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ク
ラ
ブ

会

長

谷

口

安

夫

老
人
趣
味
の
作
品
展

新
刊
国
書
案
内

日
本
の
文
様
日

i
M光
琳
社
出
版

朝
日
新
聞
縮
刷
版
H
1
2

朝
日
新
聞
社

愛
の
フ
ァ
ミ
リ
ジ
ョ
ゼ
フ

P

ブ
ラ
ン
ク

戦

国

風

流

村

上

一

冗

三

留
堂
。
願
本
蒋
桂

も
う
頬
?
え
は
つ
か
な
い
見

延

典

子

私

の

履

歴

書

大

平

正

芳

匠

の

時

代

内

橋

克

人

ピ
ア
ノ
弾
き
掬
ん
だ
山
下
一
洋
輔

浦

島

草

大

庭

み

な

子

第
八
回
老
人
趣
味
の
作
品
展
示

会
が
、
三
月
十
六
日
か
ら
十
八
日

の
三
日
間
、
市
中
央
公
民
館
大
ホ

ル
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
参
観

者
で
連
日
、
盛
会
で
し
た
。

こ
の
作
品
展
示
会
は
、
老
人
た

ち
が
生
き
が
い
を
求
め
て
、
趣
味

を
楽
し
む
生
活
を
奨
励
し
よ
う

と
、
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
大
洲
宝
石
人
ク
ラ
ブ
要
ロ
ム
宗

主
催
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
八
幡
浜
市
@
西
宇

和
郡
@
夏
子
和
郡
a

喜
多
郡
。
大

洲
市
の
二
市
三
郡
の
六
十
歳
以
上

の
老
人
た
い
り
が
、
日
こ
九
丹
精
を

こ
め
て
制
作
し
た
、
手
芸
・
書
道

絵
画

-Z-盆
栽
・
陶
芸
・
彫

刻
。
俳
句
@
和
歌
・
川
柳
。
詩
な

ど
の
四
百
五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
何
れ
も
力
作
ば
か
り
で
、

審
査
員
も
各
賞
を
選
ぶ
の
に
苦
心

し
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
失
わ
れ
ゆ
く
民
芸

品
や
十
日
木
を
利
用
市
し
た
床
飾
り
、

楽
焼
き
な
ど
参
塑
玄
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

前277せ(2) 


